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事例１ 

第 1学年 表現（創作） 

♪本題材で扱う学習指導要領の内容 

第１学年 A表現(3)創作 

ア 創作表現に関わる知識や技能を得

たり生かしたりしながら，創作表現

を創意工夫すること。 

イ(ｱ) 音のつながり方の特徴 

ウ 創意工夫を生かした表現で旋律や

音楽をつくるために必要な，課題や条

件に沿った音の選択や組合せなどの技

能を身に付けること。 

〔共通事項〕(1)ア 

リズム，速度，旋律 

 

♪教材 

「My Melody」（教育芸術社） 

教師が学習者用デジタルコンテンツを用

いてつくった参考作品 

 

 

    学習指導案 

 

    ワークシート 

 

４小節で表そう！ 

富士町の魅力 

 

１ 題材の目標と評価規準 

(1) 題材の目標 

 ○ 音のつながり方の特徴について理解するとともに，創意工夫を生かした

表現で旋律をつくるために必要な課題や条件に沿った音の選択や組合せ

などの技能を身に付けている。 

 ○ リズム，速度，旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，創作

表現を創意工夫する。 

 ○ 音のつながり方の特徴を生かして旋律をつくることに関心をもち，音楽活

動を楽しみながら，主体的・協働的に創作の学習活動に取り組むととも

に，音楽に対する感性を豊かにする。 

 

(2) 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 音のつながり方の特

徴について表したいイ

メージと関わらせて理

解している。 

技 創意工夫を生かし

た表現で旋律をつくる

ために必要な課題や

条件に沿った音の選

択や組合せなどの技

能を身に付け，創作

で表している。 

思 リズム，速度，旋

律を知覚し，それらの

働きが生み出す特質

や雰囲気を感受しなが

ら，知覚したことと感

受したこととの関わりに

ついて考え，どのように

音楽をつくるかについて

思いや意図をもってい

る。 

態 音のつながり方の特

徴を生かして旋律をつ

くることに関心をもち，

音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に

創作の学習活動に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

１学期に行ったリズム創作の学習では，音符と休符を組み合わせて創意工夫を生かしたリズムを創作することが

できました。しかし，事前アンケートでの「音楽の学習の中で，どの分野が得意ですか」という質問に対して，「創

作」と回答した生徒は全体の約 11％でした。表現や鑑賞の学習活動では，旋律について知覚・感受することが

難しい生徒が多かったため，この課題の解決に向けた授業づくりを考えました。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/01_chuon_chubi/01_chuon/jirei/16_chuon_jirei1_ws.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/01_chuon_chubi/01_chuon/jirei/15_chuon_jirei1_sidouan.pdf
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２ 題材の指導と評価の計画（全４時間） 

 

時 ◆学習のねらい    ○学習内容    ・学習活動 
評価 

評価方法 
知・技 思 態 

１ 

◆音のつながり方の特徴を理解し，富士町の魅力を表す旋律を創作することに関心をもつ。 

○既習教材や身近な音楽を用いて，旋律（音のつながり方）に関心を

もつ。 

・音のつながり方の特徴を知る。 

・音のつながり方の違いにより感受したことについて発表し，ワークシート

に記入する。 

○本題材の見通しをもつ。 

○富士町の魅力について考え，つくりたい旋律のイメージをもつ。 

・富士町の魅力からイメージする音や音のつながり方などについてワークシー 

トに記入する。 

    

２ 

◆音のつながり方の特徴について理解するとともに，リズム，速度，旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，創作表現を創意工夫する。  

○旋律創作の課題や条件を知る。 

○表したいイメージを基に，１人１台端末を活用して旋律を創作する。 

・イメージ（富士町）に合う音楽表現を考えて４小節のリズムを創作す

る。 

・創作したリズムを基に，音のつながり方を考えて旋律を創作する。 

 

   

３ 

本時 

○個人で旋律創作をする。 

・音のつながり方を工夫しながら，イメージに合う４小節の旋律を創作す

る。 

○グループで中間発表を行う。 

・グループでお互いに創作した旋律を聴き合い，意見交流を行う。 

・グループでの意見を基に，自分の旋律を見直す。 

知 思  

観察 

ワークシート 

４ 

◆創作した作品を紹介し合い，そのよさを学級で共有するとともに，旋律創作の楽しさや喜びを実感する。 

○学級で作品を発表する。 

・創作した旋律で表したいイメージや創作表現の創意工夫を紹介する。 

・お互いの作品のよさを伝え合う。 

○本題材の学習を振り返る。 

技  態 

発表（観察） 

ワークシート 

作品 

 

 

 

 

 

 

評価は，〔記録に残す評価〕を行う評価の場面を示しています。〔指導に生かす評価〕の場面は，毎時間の学習

のねらいに即した生徒の学習状況を把握し，必要な指導を適宜行います。 
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３ 本題材における指導の工夫のポイント 

 

ここでは，本題材における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点を基に，指導の工夫のポイントにつ

いて紹介します。 

 

♪ 主体的な創作の学習を促す題材設定 

「授業づくり Q&A」Q6 を参考に，本題材では，創作の学習に苦手意識があり，旋律について知覚・感受することが難しい生

徒の課題解決に向けて，主体的な創作を促す題材設定と１人１台端末の活用によって，学習に対する興味・関心を高めるこ

とができるようにしました。 

主体的な創作の学習を促す題材設定として，校区

である「富士町」をテーマとしました。地域密着型の学校

づくりの一環として富士町の自然や環境，文化などにつ

いて学習したことを生かし，自分が表したい音楽のイ 

メージをより豊かに，明確にもつことができるようにするた

めです。結果として，生徒自身が選んだイメージを基

に，音のつながり方の特徴を生かした創作活動を展開

することができました（資料１，２）。 

 

 

 

 

 

♪ １人１台端末を活用した創作の学習活動の工夫 

「授業づくり Q&A」Q9，10 を参考に，１人１台端末を活用した創作の学習活動の工夫を行いました。本題材では，１人

１台端末を活用して創作の学習活動を行い，教科書に対応した学習者用デジタルコンテンツを用います。教科書に示されてい

る内容と同じものが提示された画面に，和音の動き，リズム，音を入力して旋律創作を行うことができ，創作した旋律を聴き確

かめながら学習することができます。 

本題材において１人１台端末を活用する利点は，次の３点が考えられます。 

１点目は，音のつながり方を即興的あるいは感覚的に試しながら創作できることで

す。記譜や演奏することに苦手意識をもっている生徒も簡単な操作で様々な音のつなが

り方を試すことができます（資料３）。 

２点目は，つくった旋律を即時に再生できることです。自分が表したい音楽のイメージ

と合っているかどうかを何度も聴き確かめることができるため，課題や条件に沿った創作

活動に集中して学習を進めることができます。 

３点目は生徒がつくった旋律を，学級全員の端末上で共有できることです。他者の

作品を実際に見たり聴いたりすることで，新しい視点や考え方に気付き，よりよい音楽

活動につなげることができます。 

このように３点の利点を生かすことで，生徒が創作の学習活動に主体的に取り組み，つくった旋律との対話，他者との対話

を繰り返しながら作品を完成させることができます。さらに，グループでの中間発表や題材の終末での発表会を通して他者の先品

に触れることで，学びを深めることができます。 

資料１ 表したい音楽のイメージ例（生徒の記述より） 

資料２ 表したい音楽の工夫点（生徒の記述より） 

資料３ デジタルコンテンツを

用いた学習活動の様子 
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♪ 他者の意見を参考に，自分の作品を見直す学習活動の工夫 

「授業づくり Q&A」Q9 を参考に，他者の意見を参考に，自分の作品を見直す学習

活動の工夫を行いました。本題材において，旋律創作は個人で行います。旋律を創作

する中で，課題や条件に沿った旋律を創作することができているかどうかについて，生徒

自身で判断することは難しいです。そこで，第３時にグループ内での中間発表の活動を

位置付けます（資料４）。自分の作品を他者に聴いてもらうことで，共感したり新たな

気付きを見付けたりしながら，更によりよい作品へと見直すことができます。また，自分の

作品について，音楽を提示しながら言葉で紹介することは，創作に関する知識の理解

につながります。 

本題材の振り返りでは，他者の意見が自分の作品の見直しにつながったという内容の記述（資料５，６）が多かったため，

効果的な学習活動だったと考えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 中間発表の様子 

資料５ 生徒Ａの中間発表の意見と振り返り 

資料６ 生徒Ｂの中間発表の意見と振り返り 


